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25周年記念事業について

山の手西グループ活動通信
東京城南RC 会長   野上 征利

　日本初のMorning　Rotary　Clubとして誕生した東京城南ロータリークラブは、おかげさまをもちまして、創立25周年記念式
典・記念祝宴を開催致すことになりました。
創立25周年を迎えるにあたってクラブフォーラムを開催し、

サントリーホール及びゆうぽーとホールでの単独クラブによるチャリティーコンサートの開催
東京自由が丘RC創立のスポンサークラブを担当（特別代表　宮坂修吉・拡大補佐　椎津重彦・松下昌夫）　　
フィリピンMakati　South　RCとの15年にわたる姉妹クラブ交流とM.G.奉仕活動および短期青少年交換育成活動
「目黒川チャリティーウォークラリー」開催による地域交流と日本骨髄移植財団支援
2004年から5回に亘り開催したチャリティークラシックカーラリー（Caro　Gran　Sport）での約1,000万円の国内外義援金活動
10周年を迎える「Rotary全国城南会」での地区を超える新しい形の全国交流相互啓発活動等があります。

2009年に第6回を開催することを中止したチャリティークラシックカーラリーの復活を時代の求める形に開催方法を見
直し、Ecologyラリーにモデルチェンジをして、会員負担を軽減する運営方式に変更、参加者全員が楽しめて新しい出
会いの場所となる演出を施します。
かつ、Fundraising効果を高め、奉仕活動への参画を促す方策とします。
「Rotary　全国城南会」10周年を祝し、記念式典・祝宴への参加を呼び掛け、同日に「城南会総会」を開催、発足から10
年間、会長、事務局を担当して下さった大阪城南RC畑田　豊会長から、会長ならびに事務局を東京城南RC（鈴木　齊
PP）に承継することにしました。福岡、広島、大阪、和歌山、岡崎、会津若松、新発田、台北各RCからの参加が予定さ
れており、国内姉妹クラブ提携とは一味ちがった新しい出会いと交流の場を演出してゆきます。
創立25周年記念式典・祝宴では「Caro　Gran　Sport」に共感して下さる方々、「Rotary全国城南会」の皆様、姉妹クラ
ブとしての「Makati　South　Rotary　Club」の代表の皆様等一同に会す機会となることから、会員全員に呼び掛け、40名
程度の会員推薦候補者をGuestとしてお招きし、次世代の東京城南RCメンバーとして進取の気象に富む伝統を伝承す
る機会ととらえていきたいと考えています。

を、会員の総意として決定いたしました。
顧みれば、当クラブ創立にあたり、スポンサークラブの東京目黒RCの皆様、1983/4年　清家　清ガバナー、創立時　黒澤張三ガ
バナー、特別代表　榊原千吉氏、近藤正春拡大補佐の皆々様には大変お世話になりましたこと、改めて現会員を代表して衷心
より御礼申し上げます。
　創立当初、先達の指導として当クラブの運営、親睦、奉仕活動の根底に「進取の気象」に富み、常に新しい取り組みに挑戦
することとの命題をお与え下さったことが、当クラブ会員に、今も脈々と引き継がれ、誇り高き伝統として諸活動に生かされて
おります。その活動の証として挙げられるものとして、

　創立25周年を期して、今後のさらなるクラブの活性化をはかり、できるだけ多くの衆智を結集するためにチャーターメンバー
のうち、4名の名誉会員（宮坂修吉、成瀬牧夫、椎津重彦、米山文明各氏）で構成する「名誉会員会」を発足させ定期的な提言
をお願いすることにしました。
また、2009－10年度初例会は「Induction　Ceremony」として開催、会員が各々会員への推薦候補となるGuestを同行し例会に
20名のご招待客をお迎えしました。（うち4名は入会済み）
創立25周年のメインテーマ「出会いと奉仕を創造する情熱（次世代の夢をかたちに）」の実現に向けて新たな取組みをはじめ
ました。
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メインテーマ ：「出会いと奉仕を創造する情熱」
サブテーマ　 ：（1）25周年の歴史に感謝する。　　（2）次世代の夢をかたちに。
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〈東京城南ロータリークラブ創立25周年記念式典・祝宴〉
開催日時 ：2009年11月5日（木） 午後4時30分　登録受付開始
  午後5時から6時30分　記念式典
  午後7時から9時00分　記念祝宴
開催場所 ：グランドプリンスホテル高輪・「プリンスルーム」
 　東京都港区高輪3－13－1　　（電話）03－3447－1111
登 録 料 ：￥10,000


